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＜要旨＞ 

本研究では、英国の児童福祉民間団体のバナードーズを対象にして、プロジェクト研究メンバーによるバナー

ドーズ本部への訪問調査、Barnardo’s Child Sexual Exploitation, Missing and Trafficked Service 部門スタッフ

からの聞き取り調査、Barnardo’s メンバー等との事業に関する意見交換を通して、当該団体の性的搾取にかかる

事業の目的・方法・内容について調査し、事業全体の把握につとめた、その成果として『平成２８年度英国のボ

ランタリー団体におけるソーシャルワーク実践に関する研究報告書』を作成した。

1．研究の概要 

英国では、ボランタリー団体における社会福祉実践が

国策の受身ではなく、より積極的に戦略的に実践活動し

ていく事で、社会の底辺に潜む深刻なニーズをキャッチ

し、支援が必要な人々へ支援がつながっていく循環を作

っている。日本の場合、社会福祉の実施主体である施設、

機関、NPO団体などが本当に必要なニーズを主体的に

掘り起こして、施策につなげていることが少ない。その

ため、この構造を変革しない限り、ソーシャルワークの

専門性が社会に認知されにくいのではないかと考える。

ゆえに、先駆的な取り組みをしている英国のボランタリ

ー団体の取組みについて、歴史的にもシステム的にも理

解することで日本の社会福祉実践構造の課題や変革へ

の手がかりを求めていく事ができるのではないかと考

える。そこで英国におけるボランタリー団体で最大の活

動をしている Barnardo’sを対象にしながら、今回は事

業の中で最も重要な取り組みとしている、子どもの性的

搾取にかかる実践について調査し、事業全体を把握する

ことを目的とする。 

２．研究の内容 

・学部プロジェクトメンバーによる Barnardo’sへの訪

問調査 

・Barnardo’s Child Sexual Exploitation, Missing and 

Trafficked Service部門スタッフからの聞き取り調査 

・Barnardo’sメンバー等との事業に関する意見交換 

３．これまで得られた研究の成果 

第一に、Barnardo’s の実践は、戦略部門を中心に今

日の英国における子ども家庭福祉問題を調査分析し、問

題を抱えている子どもたちに対して、戦略計画を立て、

必要に応じて積極的に社会福祉実践を展開していくと

いう点に特徴がある。今回は性的搾取にかかる活動に焦

点をあて、視察調査を実施したが、公的な英国政府の介

入等に関して、バナードーズから、政府や議員に対して

働きかけを行っている。またその際に主務大臣にこの性

的搾取に関して何らかの対応をするようにとの要請を

している。政府の方でも行動計画を策定して、いろいろ

な省庁や子どもに関する保健衛生関係の当局、また、刑

法上の手当てが必要であるとなれば、法的措置をとって

もらえるように働きかけている。 

第二に、バナードーズの現在行っている事業の中で、

子どもの性的搾取、人身売買、行方不明（Child Sexual 

Exploitation, Missing and Trafficked Service）実践の

視察を行った。この事業はバナードーズが現在実施して

いる事業の中で、最も重要な取り組みとなっていた。民

間の社会福祉機関の取り組みとして地域における潜在

的かつ深刻な子どもの問題に対して、アウトリーチの方

法を駆使して、最前線でバナードーズが取り組んでおり、

子どもの問題に対して、1対 1の支援し、子ども自身に

考えさせることで、子どもたち自身の人権や自立意識を

高めていくかかわりを重要視している点が理解できた。

また、性的搾取への取り組みだけではなく、移民、違法

労働、犯罪、虐待、人権侵害など複雑で多くの問題がコ

ンビネーションされているのが特徴であり、自治体との

契約、警察やソーシャルワーカー、弁護士、移民の場合

は法務局とも連携をしながらこの問題に取り組んでい

ることが理解できた。 

４．今後の具体的な展開 

バナードーズの子どもの性的搾取に関する取り組み

は、目標を設定し、志を持たせること、変化させること

を望むこと、若者に寄り添いながら支援している。プラ

イマリーな支援であるが、社会資源との接点として、バ

ナードーズが果している役割は重要である。今後もバナ

ードーズとの社会福祉の実践にかかる研究等について

国際的な交流を継続していきたいと考える。



 


